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[議事要旨] 

○議事 

（１）平成 24年度自然地域トイレし尿処理技術実証事業の実施方針（案）について 

 実証事業実施方針の一部表現について検討員より以下の指摘があった。 
 ４項について、適正利用について自然公園のみに限定せず、「自然地域の保護や適正利

用」とするよう指摘があり修正を行う。 
 ３項と５項が同じ内容に読めるとの指摘があったため、３項は「実証データを積み上

げ、多様な現場での積極的な活用に資する」の表現に修正する。 
 

（２）平成 24年度実証試験計画について（非公開） 

 
（３）その他 
今後スケジュールについて 
 現地調査（気仙沼大島）の試料採取時期を確認し、初回データを集計・確認した後に

現地確認調査を行う。 
 第３回検討会（現地調査前、初回データ確認後）は 10月上旬に予定。 
 来年 2月にセミナーを実施することとする。 

 
 
 


